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宮崎大学浸潤状況調査 県内モニタリング調査

平成29年 平成31年

 BVD（牛ウイルス性下痢症) 

経産牛には流産，奇形、繁殖障害 etc、育成牛には下痢、肺炎 etcを起こす届出伝染病です 

妊娠牛が感染した場合、産まれてきた牛がウイルスをまき散らす PI(持続感染)牛になっている場合が

あります。この PI 牛は最初、症状を示さない場合が多く誰にも気づかれないまま多大な経済的損失を

被ってしまう可能性があります。 

 

 宮崎県内の状況 

宮崎県内での BVD発生状況です。 

H25,26 年では発生はありませんが H27 年以降

うなぎ上りに発生が認められています。 

 

浸潤率でもH29年の宮崎大学のBVD浸潤状況

調査では 2.6％でしたがH31年のモニタリングで

は 9.1％まで上昇しています。 

宮崎にも BVDは静かに入ってきています。 

 

 

また、H30年以降は 

 
ということが見られるそうです。 

 対応策 

①  

農場に行かなくても集乳所にて採乳し検査できます 

②  

血液にて 1週間～10日間で結果がでます 

③  

生後 1 ヶ月齢以上から血液にて検査できます 

④  

BVDワクチン接種は補助事業の対象になっています 

お問い合わせは宮崎経済連 家畜衛生対策課 龍までご連絡下さい   ℡：0985-31-5762 

Ｈ30年 10月時点 農水省 HPより 
















